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かというソフトウエア、そこのほうの、もっと

ソフト的な部分についても含めて、今後やって

いかなければいけないのかなと思っておりまし

た。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

 

 

 内谷邦彦委員の総括質疑 

 

 

○竹田陽一委員長 次に、順位３番、議席番号９

番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 政新長井の内谷邦彦です。

明確な回答をよろしくお願いいたします。 

 先日の報道で、食堂運営会社の株式会社ホー

ユー、広島県広島市中区、従業員数は正社員、

パート、アルバイトなどで計500人が、突然営

業を停止し、影響は全国各地に広がっています。

７月30日を最後に連絡が取れなくなったといい

ます。ホーユーの営業拠点は全国に23か所で、

食事の提供がストップする自治体は、少なくと

も21道府県で150施設に上ると見られます。あ

る担当者は、連絡が取れない状況になった、全

く予兆がなかったので寝耳に水状態とのことで

す。実際、食事については毎日のことで、すぐ

に対応する必要があり、また、提供数も多く、

対応が非常に難しい問題となります。 

 原因は、同業者との競合による受注価格の低

下に加え、コロナ禍で請け負った食堂運営が休

止、また、テレワークやオンライン授業の導入

で売上げが減少したことなどが響いているとい

います。 

 ただ、問題として、実際、現場で調理を担当

している社員、パート、アルバイトはニュース

でこのことを知った人も多く、今後、給与の未

払いの問題が出てくるとのことで、本市でも指

定管理の委託先として一般企業に依頼しており

ますが、一般企業であれば、このような倒産と

いった危険を常に考える必要があり、依頼して

いる委託先の上層部とのコミュニケーションに

よる情報収集が非常に大事になってくるのでは

ないかと感じました。 

 委託先の担当者とよく話をするんでしょうけ

ども、経営陣のほうと連絡を取って話をしない

と、その会社の経営状況は分からないことだと

思います。このようなことがないように、経営

陣ともコミュニケーションを取っていただきな

がら、長井市ではこのようなことが起きないよ

うに気をつけていただければありがたいと思い

ます。 

 10款５項３目学校給食費、008給食共同調理

場維持管理・運営事業について伺います。全て

学校給食調理場長に伺います。 

 最初に、アレルギー対応食に関して伺います。 

 アレルギー対応食の提供を始める前に様々な

課題があり、課題をクリアした形で、現在、ア

レルギー対応食の提供が日常的に行われていま

す。その中で心配されるのが、慣れによるエラ

ーが出ないかどうかということだと、個人的に

は考えております。定期的に提供する手順の確

認などのチェックは行われているのかどうか、

行われていれば、その頻度について伺います。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤教育給食共同調理場長 食物アレルギ

ー疾患を持つ児童生徒に対する対応につきまし

ては、長井市学校給食食物アレルギー対応ガイ

ドラインに基づいて対応をしております。 

 食物アレルギー対応食の提供開始に当たりま

して、原因食物の完全除去、対応するアレルゲ

ンは乳製品と卵、対応食の調理は専用調理室で

実施、情報管理等を共有、安全な給食提供のた

めの調理の工夫を基本的な考え方として、家

庭・学校・調理場でそれぞれの役割を共通理解

し、実施しております。 

 このガイドラインを踏まえまして、食物アレ
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ルギー疾患を持つ児童生徒及び保護者、学校の

対応の流れでございますが、配慮が必要な児童

生徒につきましては、保護者面談を実施して、

どのような対応が安全に提供できるか、その詳

細を把握します。 

 年度当初、市内小・中学校教職員向けの説明

会、該当する児童生徒が在籍する学校向けに、

全職員対象にシミュレーションを開催し、全校

挙げて安心・安全を第一に対応することを確認

しております。 

 あわせて、学校及び家庭にアレルギーの対象

となる食品等の一覧を記載した食物アレルギー

の献立表を送付し、確認をいただいております。

この流れは、原則、提供する月の１カ月前に行

いまして、保護者、学校から確認受領として押

印の上、調理場へ提出するルールとなっており

ます。 

 食物アレルギー対応食の提供につきましては、

月に２回実施しておりまして、実際に提供する

際は、調理場職員と該当する学校の全教職員と

が連携して、安全な提供を実施しております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その流れに関して、誰か

がメインでチェックするというようなことはや

ってらっしゃらないということなんでしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤教育給食共同調理場長 管理職、教頭、

校長が中心となり、また学校給食主任がおりま

すので、そちらの方、あとサブで養護教諭が主

となって動いております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 そのたくさんの目がある

というのはいいんでしょうけども、同じところ

を見てるのか、誰かがトータルしてきちっと流

れを見ていかないと、見てる人がたくさんいる

からいいじゃなくて、要点をきちっと押さえる

人がいないとまずいと思うんですけど、そのよ

うな方は指定されてはいないんですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 メインは校長、教

頭の管理職になります。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 そのチェックを行う際に

チェックシートというものは、実際作ってらっ

しゃるのか、らっしゃらないのか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 先ほど申し上げま

した対応のガイドラインに基づいて、その様式

等も明記しておりまして、その様式のとおり確

認をしております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 要するに、そのチェック

シートあるかないかというのは、過去に戻れる

かどうかを常に見ていかないと駄目だと思うん

ですよ。だから、あとチェック項目についても

何をチェックするのか。するには、分かってい

ながらチェックするのと、そのガイドラインを

見ながら、こうやって見ながらチェックするの

とは全然話が違う話で、そのガイドラインから

本来チェックすべき項目を抜き出して、それを

チェック項目、チェックリストとして、それを

各学校に渡して、誰がチェックしたのかも明記

させるようにして、それでチェックすると。そ

のチェックシートを調理場でいうと給食共同調

理場上長が持ってて、何かあったときに、それ

を見ればチェックの流れが全て分かるという状

態まで持っていかないと、チェックしていると

いうことにならないんじゃないかと思うんです

が、その辺はいかがですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 ガイドラインに基

づいたチェックシートの確認受領の中で、必ず

学校と調理場側の確認ができております。そち

らを基にして、先ほどの校長、あとアレルギー

対応の児童生徒がいる担任、あと養護教諭で、

複数の目で確認をして提供するようにしており
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ますので、安全に対応できているというように

思われます。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 私が言ってるのは、複数

の目で見ればいいじゃなくて、常に確認が必要

なんでしょうと。そういうチェックするという

ことは、見たかどうかの確認が必要なんじゃな

いですかって言ってるわけですよ。人間が見る

ことですから、何でもそうなんですけど、チェ

ックすることが見たことの証明になるんですよ。

だから、見た、見ましたといったって、誰もそ

れ、証明してくれないですよ。確認しましたっ

て誰も確認してくれない。チェックしていく。

その項目のチェックシートがあれば、何日の日

に誰がどういうふうなチェックをしたか、みん

な分かるわけじゃないですか。だったら、そう

いったチェックシートを作られたらいいんじゃ

ないですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 先ほども回答させ

ていただきましたが、こちら、様式集の中で必

ずチェックをして、複数の目で確認できるよう

なシートを作っておりますので、調理場職員、

あと学校教職員の確認はできております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 最初からそういうふうに

言っていただければ、私、こんなに何回も言わ

なかったんですけど、チェックシートがあれば、

あと、そのチェックというのは基本的に抜き打

ちでやられるんですか。それとも何日の日にチ

ェックしますという形でやられるんですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 アレルギー対応食

の提供が月２回です。その当日に、そのチェッ

クを行っております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 じゃあ、毎回行ってると

いうことになるんですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 委員のおっしゃる

とおりです。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 ぜひ、その毎回行ってる

ことによる慣れがないようにだけはしていただ

きたいと思います。見てるという感覚というの

とチェックをするという感覚というのは、全然

違うと私は個人的に考えています。 

 見るというのは、まして大勢の人間で見ると

抜けるんですわ。誰かが見てるだろうと。１人

で見れば絶対そんなことはないと思うんですけ

ど、誰かが見てるだろうという意識がないよう

な形にすると、先ほど言ったチェックシートが

非常に有効になってくると思いますので、その

辺を十分に有効に使っていただければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 あと、夏休み明け、８月18日の登校日に給食

の提供をするかどうかということで問題があっ

たと聞いてますけども、その件について把握さ

れてますか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 内谷委員の質問に

あります８月18日の小学校における給食の提供

につきましては、その事案の事実確認をさせて

いただきました。 

 その内容としましては、当該年度、学校給食

を提供する際に、前年度の１月に学校給食実施

予定調査表を各学校にお送りしまして、各学校

の給食の提供日や年間の食数を把握、確認を行

っております。 

 その調査の中では、給食共同調理場の休業日

も明記しており、今回、ご質問いただいており

ます令和５年８月18日につきましては、当初、

調理場がメンテナンス等で給食提供ができない

旨をお知らせしておりました。ただ、学校から

提出された年間計画におきまして、夏季休暇が

終わり、２学期が始まる学校が多くありまして、
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給食の提供の希望をいただいているところです。 

 それを受けまして、事業者と協議し、令和５

年８月18日は給食提供することで調整をしたと

ころです。その後、２校から追加で給食提供の

希望があったため、改めて事業者と協議して、

給食提供をすることで調整いたしました。 

 この指摘の事案につきましては、学校と事前

に給食提供の確認ができておりましたので、報

告には上がっておりません。 

 令和４年度につきましても、事案の報告はご

ざいませんでした。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その年間の予定表がある

んでしょうけど、それ以外に給食の提供をして

いただきたいという場合に、それは最終的な結

論とか決定はどなたがなされることになります

か。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 学校給食の提供に

つきましては、事業者との契約及び長井市学校

給食実施要領に基づいて決定しております。 

 事前の準備としまして、前段でもお答えして

おりますが、年度が始まる前に各学校における

提供日や年間の食数を把握するため、先ほどの

予定調査表を確認しております。その後、最終

確認としまして、各学校から給食提供の前の月

の５日までに、最終的な給食実施予定表を提出

いただいて、教育委員会で決定しております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その教育委員会で決定し

てるというのは、教育委員会の中の誰が決定さ

れている、最終決定者は教育長でいいんでしょ

うか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 給食共同調理場の

中で決定しております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 あと、その学校のほうか

ら給食の提供依頼があったとすると、数的に最

低の提供数とかというのは、そういったものは

決められてらっしゃるんでしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 給食の提供数につ

きましては、事業者との契約に基づきまして、

学校給食は１日200食、幼児給食は１日100食を

基準に判断をさせていただいております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 分かりました。 

 あと、前月までにはなるんでしょうけど、小

学校でも中学校でも給食の提供依頼があった場

合は、できる限りその要望に応えていただきた

いと思うんですが、その辺はいかがですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 先ほどの前の月の

ほかに、急な食の提供の要請がありました場合

は、提供日の２日前までにご連絡いただくと対

応するようにしております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、その自分たちの口に入るようなものが

どのようなところで、どんな人が、どんな設備

で作られているのかを知るのは、食育、教育の

一環として重要だと思いますけども、子供たち

がその給食共同調理場を見学するということは

行ってらっしゃるんでしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 食育の推進につき

ましては、一般質問の竹田陽一議員の質問にお

きまして、学校教育課長から答弁ありましたが、

栄養教諭による食育指導の充実を図っておりま

す。 

 また、第２次長井市食育推進計画におきまし

て、子供たちの食への理解や関心を深め、感謝

の心を育むという重点目標の下、児童生徒が食

に関する正しい知識や望ましい食習慣を身につ
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ける、栄養講話や試食会において食の重要性や

啓発に努めるなど、各学校や調理場において食

育活動に取り組んでおります。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 要するに、子供たちは給

食共同調理場を見学することはないということ

なんですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 食育の一環としま

しては、栄養教諭、学校教諭が各学校へ訪問し

た際に、調理場の概要や給食の提供の流れなど

お話をさせていただいたり、実際の調理の様子

をＤＶＤにより鑑賞していただいたり、また、

調理場だよりにて情報提供をさせていただくな

ど取り組んでおります。 

 一方で、学校行事による調理場見学の実績は

ございません。 

 幼児給食におきましては、児童センターの園

児によるみそ造りなど、施設を活用した際に、

調理場見学を行った事例はございますが、学校

給食においてはございません。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 ぜひ、どういった設備で

どういった形で自分の食べてるものが作られて

るのかというのは、見せるべきだろうと、個人

的には考えます。自分たちの口に入るものがど

ういった形でどういった状況で作られてるのか、

どういった方々が作ってらっしゃるのか、大変

だなと思うのか、そういった見て感じるという

ことが非常に重要なことだろうと思いますので、

その辺を小・中学校の教育の現場の中に入れて

いただきたいと思うんですが、その辺はいかが

ですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 今現在、準備して

おりますバイキング給食やまるごと長井給食に

おいて、先ほどお話のあった生産者や調理場の

職員、社員などの声をＤＶＤに収めて鑑賞して

いただいて、食育のほうに努めてまいりますの

で、そちらを含めて、調理場の施設を見学して

いただくなど、学校教育課のほうと調整してま

いります。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 よろしくお願いします。 

 あと、その学校給食は安全でおいしい給食を

食べて終わりではなく、先ほどお話しいただき

ましたけども、その結果、食材や食品を選ぶた

めの知恵や知識、自分の健康、状況、食文化的

理解などを考えて食べる能力を身につけること

で、学校給食を生きた教材として学び、地場の

農業や食文化、環境を学び、その結果として、

自分の育った地域に対しての誇りを持って暮ら

すことを教えるべきだと考えますけども、その

ようなことは先ほどお話しいただきましたけど

も、再度、お願いいたします。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 食育の推進につき

ましては、竹田陽一議員の一般質問におきまし

て、学校教育課長から答弁ありましたが、栄養

教諭による食育指導の充実を図っております。 

 また、第２次長井市食育推進計画におきまし

て、子供たちの食への理解や関心を深め、感謝

の心を育むという重点目標の下、児童生徒が食

に関する正しい知識や望ましい食習慣を身につ

ける、栄養講話や試食会において、食の重要性

や啓発に努めるなど、各学校や調理場において

食育活動に取り組んでおります。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、次なんですが、その調理残渣や食べ残

しによる食物廃棄物は量的にどの程度発生して、

その処理についてどのように行っているのか、

分かれば教えてください。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 通常、調理の段階
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で発生しました残渣と食べ残しにつきましては、

レインボープランの生ごみ収集にて処理してい

ただいております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その量的にどの程度発生

してるかというものは、取ってらっしゃらない

ということなんでしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 調理の段階で発生

しました残渣につきましては、計量しておりま

せんで、詳細は不明でありますが、実際、食べ

残しのほうの量が多い状況となっております。 

 食べ残しにつきましては、学校によって異な

りますが、令和４年度の実績では、小・中学校

ともに、提供している給食の月平均、約10％程

度食べ残しが出ている状況となっております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その食べ残しが10％ある

ということに対して、何か対応は取られてるん

でしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 調理場だよりで、

実際、小学生や中学生に必要なエネルギーであ

ったり、栄養摂取量の内容をお示しをさせてい

ただいて、自分たちには必要な食事の量はこれ

ぐらいあるというようなところから入らせてい

ただいております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 逆に、どういった食物で

食べ残しが多いとか、そういった統計は取られ

てない。ただトータル的にその量が多いという

だけで、どういった給食のときに食べ残しが多

いとか、そういったものは取ってらっしゃらな

いということなんでしょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 調理場におきまし

ては、食べ残しの内容としまして、主食と副菜

に分けて確認をしております。 

 時期によって大分異なりますが、ご飯のほう

の食べ残しが多いようです。ただ、子供たちに

よって好き嫌いの分野もございまして、そのよ

うなときに副菜のほうも多くなる月もございま

す。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 そのような統計が出てる

んであれば、それに対する対応として、何か考

えてらっしゃる、ご飯のときの副菜がどういっ

たものがいいのか悪いのか、そういったものは

考えるのは違うと思うんですけど、その辺、当

然アドバイス的にやってらっしゃるということ

はないんですか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 先ほどもお話をさ

せていただきました児童生徒に一日に必要な栄

養分摂取量から、現在の献立表を作っておりま

すので、そちらのほうから普及というか啓発を

図り、子供たちに食べていただくというような

ところから入っておりますが、なかなか難しい

部分もありますので、その辺、どのようなとこ

ろがよろしいか、学校給食の運営委員会でも話

題になりまして、今、検討しているところでご

ざいます。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 食べ残しが少なければい

いとは思いますけども、その辺は個人差もあり

ますので、なかなか難しいことだと思いますけ

ども、提供する量にもよるんでしょうけど、そ

の辺も併せて検討いただければと思います。 

 あと、給食の味について伺います。 

 子供たちにはおいしい給食を食べさせたいと

考えていると思います。当然、私もそう思いま

すけども、出来上がった給食の味について、検

食は行っているのかと、どの段階で行い、誰が

行っているのかを教えてください。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 検食につきまして
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は、調理段階で栄養教諭、学校栄養士が確認し、

出来上がりを児童生徒に提供する30分前までに、

調理場の職員等が味つけ、分量、温度、色合い、

異物混入、味、匂い、その他の項目において確

認しております。 

 学校におきましては、校長または教頭が児童

生徒に提供する前に検食をしている状況です。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 味についての検証も同時

に行ってらっしゃるという考え方でよろしいで

しょうか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 味についても行っ

ております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その味についてなんです

けど、子供たちにアンケートを採って、要する

に給食というのはおいしいのか、まずいのか、

子供たちの嗜好はどういうものなのか、そうい

ったことを確認すべきだと思うんですけど、そ

のようなことはやってらっしゃいますか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 児童生徒に対する

学校給食に関するアンケートにつきましては、

年１回、まるごと長井給食の提供に併せて実施

をさせていただいております。 

 その内容としましては、給食は好きですか、

給食が好きな理由と嫌いな理由、給食はいつも

どの程度食べますか、給食を残す理由は何です

か、給食の食材について、米や野菜など多くの

食材に地元産が使用されていることを知ってい

ますかなどを調査し、献立作りの参考としてお

ります。 

 また、中学３年生限定になりますが、もう一

度食べたい給食メニューをアンケート調査をし

て、上位のメニューを提供するなど、より給食

を好きになってもらう取組を行っております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 その味については子供た

ちの嗜好というもの、大人の嗜好ではありませ

んので、子供たちがどういった味について食べ

たいのかという部分も十分に確認していただき

たいと思いますし、そういったことをやってい

ただきたいと。 

 味については、濃い味に慣れている現代の子

供たちにとっては、塩分の使用を控えた薄味で

は満足できないという部分もあるかもしれませ

んけども、その辺はだしというものが日本には

ありますので、そういっただしを使ってうまみ

を引き出すということが十分に必要だと思うん

ですけど、その辺はやってらっしゃるんでしょ

うか。 

○竹田陽一委員長 髙世 潤給食共同調理場長。 

○髙世 潤給食共同調理場長 献立作成の際に、

栄養教諭、学校栄養士、また調理場社員の調理

師さんとの打合せの際に、そういった形でより

子供たちにおいしく食べていただくための努力

をしながら、献立を作成しております。 

○竹田陽一委員長 ９番、内谷邦彦委員。 

○９番 内谷邦彦委員 ありがとうございました。 

 給食については安全でおいしい給食を食べて

終わりではなくて、その結果、自分で作るため

の動機やその喜び、技術、知識欲を得られるよ

うになること、食材や食品を選ぶために知恵や

知識、食文化的理解など、考えて食べる能力を

身につけ、自分で作る、選ぶ、食べることがで

きるようになること、学校給食を生きた教材と

して学び、地場の農業や食文化、環境を学び、

その結果として自分が育った地域に対して誇り

を持って暮らすことが大事だと、ある文献に書

いてました。 

 ぜひ、子供たちの能力を上げていただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

 


